
第 196 号 
平成 29 年 8月 20 日 

   

  
 

    

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山内自治振興センター 

庄原市山内町 813－4 

℡・FAX（0824）74－0451 

✉yamanouchi.jichi@gmail.com 令和 5 年 8 月 20 日 

第７８回山内地区原爆犠牲者慰霊祭開催 
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やまのうち通信

8月6日午前11時から恒例の「原爆慰霊祭」が山内

原爆慰霊碑前において開催されました。 

 当日は猛暑の中，ご遺族の方 12 名を含め 約 50 名

の出席がありました。殿垣内町, 正法寺さまの読経に始

ま 

  

 

 今年も多くの皆さまから千羽鶴をお供えしていただきました 

敬老会では，「喜寿」・「米寿」・「金

婚該当者」・「三世代同居家族」の方も

表彰されます。 

特に，金婚者と三世代同居家族は，申

告していただかないとわかりません。 

今年該当する方や，今まで表彰されて

いない方は，８月末までにお住いの自治

会の班長さんまたは，自治会長さんにお

知らせください。今年度の金婚者は昭和

４９年に結婚された方が対象です。 

  

山内地区敬老会のお知らせ 

なお，昭和４９年以前に結婚されたご夫婦で，金婚の申告をまだしていない夫婦の方も対象となります。 

また，「三世代同居家族」とは，どの世代もご夫婦でご健在の家族が対象となります。 

日時：令和 5年 9月 18日（月・祝） 

場所：山内小学校体育館 

時間：午前 10時～式典 

（喜寿・米寿・金婚者・三世代同居の表彰お祝い等） 

●式典終了後，演芸・昼食 

（敬老者の方に寿弁当があります） 

演芸：山内小学校児童による演技シルバーリハビリ体操， 

広島県立大学よさこい神紅楽の皆さんによる踊り（予定） 

その他に，鳥井幸恵様・相扶園様・冨岡弘様・ふれあいサロン様・山内小学校様などたくさんの方々に千羽鶴を

お供えしていただきました。皆さまありがとうございました。 

↑放課後子ども教室様 

 

 

↑たまの家・官兵衛様 

 

 

↑行里サロン様 

 

 

↑なでしこサロン様 

 

 

↑山内保育所様 

 

 

り，社会福祉協議会三橋豊会長の追悼

の言葉，広島市長からのメッセージが

読まれた後，出席者全員の焼香が行わ

れ，原爆で亡くなった88名の慰霊を行

いました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相扶の郷居宅介護支援事業所 間 弓夏 

 

「災害への備えについて」 

 過去、何度も水害・土砂災害に見舞われた広島県。平成２６年８月豪雨（広島県安佐南区）災害は私の記

憶にもしっかりと残されています。 

もともと私が生まれ育った地域は山の谷筋にあり雨が降ると、川が氾濫し毎年

といっていいほど水害に遭っていました。 

豊かな自然の中で暮らす私たちにとって、災害への備え、確実に避難行動が起

こせるようにしておくことは、命を守るための大事な行動です。 

 これから台風が接近する季節となります。大雨や暴風に厳重な警戒が必要です。 

まずは自分が住んでいる家、そして働いている職場の災害リスクを知ることから始めてみましょう。 

 
STEP１，自宅や職場の災害リスクを確認しましょう。 

①各自治体のホームページでハザードマップ(災害の予測地図)が公開されています。 

②国土交通省の重ねるハザードマップでは、住所を入力するたけで、簡単にその場の災害リスク

を調べることができます。 

 

 
STEP２，避難先を決めておきましょう。 

避難先は、各自治体が指定する避難場所だけではなく、「安全な」親戚・知人宅、「安全な」ホ

テル・旅館などもあります。ハザードマップなどを見て、被害のおそれがある場所や低い場所な

どを避けて、安全に移動できる避難ルートを決めておくことも大切です。 

 

STEP３，避難するタイミングを知ることも大切です。 

避難情報が発表された時、自分の家や職場の場合、いつ避難行動を起こせばよいか把握してい

ますか？令和 3 年に避難情報が見直され、「警戒レベル４」の「避難指示」までに必ず避難しな

ければいけません。 

 

備蓄品を確認・準備も忘れずに！ 

停電や断水が起きたり、自宅に帰れなくなったりすることも珍しくありません。そこで、いざという時の

ために、備蓄品を準備しておきましょう。 

 飲料水や食料、モバイルバッテリーに簡易トイレ、携帯ラジオや救急セットなど、備えておくべき物は

様々です。家族構成に合せて必要な物を準備しておきましょう。既に準備されている方については賞味期限

が過ぎた物がないか確認してみてください。 

 

８月環境パトロール隊 ９月予定 12日 ふれあい給食 

18日 敬老会 

20日 自治会長会 

26日 ふれあい給食 

 

7/12～8/9 

♦香典返し 本郷町 諏訪謙荘様（故 富滋慧様） 

山内町 金藤宏明様（故 節子様） 

ご芳志ありがとうございました。ご趣旨を大切に地域の社会福

祉増進及び地域振興の資金として，活用させていただきます。   

山内地区社会福祉協議会 
左から，長重元文さん，石田英二さん， 

榎木成司さんです 

おくりもの 

♦見舞い返し 山内町 児玉祥功様 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おたがいさまネット 「クールシェアの取り組みについて」 

梅雨が明けた 7月下旬から 8月にかけて「危険な暑さ」と表現されるような猛暑が続き，ニュ－スなど

でも熱中症予防のために，不要な外出を避けてエアコンの効いた室内で過ごすことが呼びかけられまし

た。また避暑と節電を兼ねた新たな対策として「ク－ルシェア」が自治振興センターや行里集会所などで

実施されました。この取組みは夏の暑い日に家庭では家族が一部屋に集まり，地域では集会所などに人々

が集まって涼しさを共有するもので，エコと節約につながります。また住民がお互い顔を会わせることか

ら安否確認になることもあり，見守りにも有効です。今後猛暑が続くようなら各自治会においても検討し

てみてください。いずれにしてもこの夏の暑さは，私たちにこれまでとは異なった暮らし方を迫っている

ように思えます。 

 山内自治振興センターでは，7月 29日・8月 2日・8月 4日の 3日間クールシェア

を実施し，8月 2日は庄原市社会福祉協議会のお世話で，映画上映も行いました。 

一方，一人暮らし高齢者等の見守りにおいては，炎天下の戸外で姿が見えにくい

こと，屋内・夜間でも熱中症のリスクがあること，体調の変化が起きやすい時期に

なることなどを考慮して，日々の見守りに当たっていただきたいと思います。 

 また，今冬には省エネのためクールシェアと同じく，暖房を共有する「ウォームシ

ェア」なども考えられます。 

山内自治振興センター外壁修理完了 
長年，自治振興センターの雨漏り，外壁の剥がれ，事務室，調

理室の床の破れなどがあって，修理を要望しておりましたが，今

年 7月にやっと工事をしていただくことができました。 

 床の修理には，調理室や事務室の棚やロッカーなどを全部部

屋の外に移動しなくてはならず，大変な作業でしたが，自治会長

をはじめ多くの方々にお手伝いいただき，大変スムーズに行うこと

ができました。ありがとうございました。 

グラウンドゴルフクラブ７月定例大会 成績発表 
優勝   藤谷都多子さん 
準優勝  垣智加子さん 

３位    福山英子さん 

投稿写真の紹介 
7月 16日に，国道 183号 水越口交差点から表水越

入口までのパーキングの不法投棄やポイ捨禁止の立

て看板の清掃作業をしました。 

 看板が傾いたり，コケが生えて汚れている物が多

く，13 枚全てを洗車ガンやたわしで水洗いをしてき

れいにしました。今後も清掃作業を継続します。 

            平田下親睦会  西本 

 まだ屋上の雨漏りが応急修理しかされてお

らず，また雨漏りの可能性があるので，なるべ

く早期の修理が求められます。 

 

工事中 

地域マネージャー 三上智道 

工事後 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域マネージャー 藤田典久・寺西玉実 

 

おじちゃんたちの魔法の手から子どもたちの 

『作りたい』が形になって、色々な遊び道具が生まれ
ました。そのそばでじっと見つめていた子どもたち
もやがて一緒に作り始めます。剣に弓矢に水鉄砲、竹
ぽっくり・・・。そして、くま手や竹ぼうき、竹の器
や梅ジュースのマドラーまでも。竹の水筒、竹の皮の
包みは持参くださいました。大学生のお兄ちゃんた
ちは、千利休もびっくりの花立てを♪おばあちゃん
たちはクマ笹で、ちまき作りを伝えて下さいました。
幸せな尊い一日でした。この優しい時を大人になっ
ても、きっと紡ぎ続けてくれるでしょう。 

 

先人の知恵を未来につなぐ体験事業 

古民家 やまの家 

文月の暮らしごと 

写真は７月１5日の活動の様子です。 

 

 

RCC イマナマお見逃し配信のお知らせ 

地域の子どもたちや地域の皆さんが 登場♪ 

  

 

 
空き家を提供くださりありがとうございます。 
みんなで心を込めて片付けて、捨てられる物も 
資源にさせていただきました！！ 
地域の空き家対策活動、子どもたちの思い、リサ
イクルマーケットの様子、てごぉし隊などが紹介
されています。ぜひ御覧ください！ 

検索ワード：NEWS DIG 庄原市山内 
または下記QRコードから 

  

 

やまの家実行委員会主催 

ちまき作り 

竹水
鉄砲

定住促進プロジェクト（空き家活用）だより 
 


